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鹽
竈
神
社
唐
門
外
に
目
薬
の
木
が
あ
る
。
平
成
十
九
年
六
月
に

台
湾
の
李
登
輝
元
総
統
が
植
樹
し
た
。
李
氏
は
京
都
帝
国
大
学

農
学
部
に
学
び
、
学
徒
出
陣
。
自
ら
を
「
二
十
二
歳
ま
で
日
本
人

だ
っ
た
」
と
回
顧
し
、
日
本
の
精
神
や
文
化
を
深
く
理
解
す
る
人

で
あ
っ
た
。
特
に
、
松
尾
芭
蕉
に
傾
倒
し
念
願
か
な
っ
て
奥
の
細

道
を
訪
ね
る
旅
の
途
中
、
鹽
竈
様
に
参
拝
さ
れ
た
折
の
記
念
植
樹

で
あ
る
。
令
和
二
年
七
月
李
登
輝
逝
去
の
報
道
直
後
、
こ
の
木
の

根
元
に
花
束
を
供
え
る
姿
が
あ
っ
た
。
東
北
大
学
の
台
湾
人
留
学

生
と
日
本
の
学
生
た
ち
が
、
李
氏
を
追
悼
す
る
場
と
し
て
来
た
と

い
う
。
互
い
に
危
機
の
時
に
こ
そ
信
頼
し
合
え
る
日
台
関
係
を
望

ん
で
い
た
李
氏
の
考
え
を
青
年
た
ち
は
受
継
い
で
行
く
と
の
決
意

を
聞
い
た
。
東
日
本
大
震
災
時
、
台
湾
か
ら
の
支
援
金
は
世
界
最

高
額
と
な
る
。
日
本
で
は
台
湾
南
部
地
震
の
時
、
台
湾
へ
の
支
援

の
輪
が
広
が
っ
た
。
中
国
が
台
湾
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
突
如
禁
輸
と

し
た
折
、
台
湾
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
買
っ
て
応
援
し
よ
う
と
の
声
が

巻
き
起
こ
っ
た
こ
と
や
、
同
じ
く
中
国
の
妨
害
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ

ン
不
足
が
露
呈
し
た
台
湾
へ
日
本
か
ら
ワ
ク
チ
ン
が
空
輸
さ
れ
た

の
は
、
昨
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
先
月
、
國
學
院
大
學
か
ら
当
社
へ

来
た
神
職
志
望
の
実
習
生
の
中
に
台
湾
の
青
年
が
い
た
。
日
本
に

来
て
か
ら
八
年
た
つ
と
い
う
が
難
解
な
神
道
用
語
が
使
い
き
れ
ず

発
言
内
容
が
伝
わ
ら
な
い
場
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
実

習
生
が
そ
の
都
度
発
言
の
意
図
を
か
み
砕
き
理
解
を
促
す
。
か
く

し
て
、
相
互
理
解
が
深
ま
る
様
子
は
実
に
う
る
わ
し
い
も
の
だ
っ

た
。
李
氏
の
遺
志
を
受
継
ご
う
と
す
る
青
年
た
ち
や
当
社
で
実
習

し
た
日
台
の
学
生
の
活
躍
に
よ
り
両
国
の
友
情
が
更
に
強
固
な
も

の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

石
鳥
居
一
基
、
重
要
文
化
財

　

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
造
立
、

　

柱
径
約
六
〇
㎝
、

　

柱
間
約
五
ｍ
、
高
さ
約
六
ｍ

　

銘
文

　
　

鹽
竈
宮
大
明
神　

奉
創
建
石
華
表
一
基

　
　

寛
文
三
年
癸
卯
七
月
十
日　

松
平
亀
千
代

　
　
　
　
　

（
仙
台
藩
四
代
藩
主
綱
村
公
幼
名
）
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九
月
二
十
九
日
、
志
波
彦
神

社
遷
座
記
念
祭
並
び
に
氏
子
崇

敬
会
秋
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

志
波
彦
神
社
は
「
延
喜
式
」

神
名
帳
に
陸
奥
国
百
座
の
う
ち

の
名
神
大
社
と
し
て
記
さ
れ
た

古
社
で
、
か
つ
て
は
岩
切
村
（
仙

台
市
宮
城
野
区
岩
切
）
の
冠
川

の
ほ
と
り
に
鎮
座
し
、
地
域
は

も
と
よ
り
朝
廷
か
ら
も
篤
い
崇

敬
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
四
年
に
国
幣
中
社
に
列

格
、
明
治
七
年
に
鹽
竈
神
社
別

宮
に
遷
祀
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
六

十
四
年
後
の
昭
和
十
三
年
に
神

職
・
氏
子
崇
敬
者
悲
願
で
あ
っ

た
御
社
殿
が
、
国
費
に
よ
り
造

営
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
代
神
社
建
築
の
粋
を
集
め

て
造
営
さ
れ
た
御
社
殿
は
、
厳

格
な
趣
に
満
ち
、
昭
和
三
十
八

年
に
塩
竈
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朱
塗
の
大
鳥
居
は
昭
和

十
五
年
に
完
成
し
、
現
在
も
多
く

の
参
拝
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
総
代
の
任
期
が
満
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
総
代

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
八
日
に
就
任
奉
告

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社
総
代

　

佐
藤
仁
一
郎
（
重
任
）

　

和
田　
　

忠
（
重
任
）

　

志
賀　

重
信
（
重
任
）

　

水
野　

暢
大
（
重
任
）

　

鈴
木　

健
史
（
重
任
）

　

桑
原　
　

茂
（
重
任
）

　

志
賀　

直
哉
（
重
任
）

　

津
田　

武
彦
（
重
任
）

　

菅
原　

宏
和
（
重
任
）

　

小
泉　

幸
彌
（
重
任
）

　

八
月
二
十
五
日
、
神
職
養
成

所
卒
業
生
の
同
窓
会
で
あ
る
一

森
会
（
菅
原
正
明
会
長
）
の
総

会
が
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
会
長
に
菅
原
正
明
氏
（
岩

手
県
・
第
三
十
二
期
卒
）、
副
会

長
に
渡
邊
市
也
氏
（
山
形
県
・

第
三
十
九
期
卒
）・
冨
田
好
弘
氏

（
第
四
十
一
期
卒
）・
郡
山
宗
典

氏
（
第
三
十
五
期
卒
）
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
斎
行
さ
れ
た

物
故
会
員
慰
霊
祭
で
は
、
神
社

界
に
多
大
な
足
跡
を
残
し
た
諸

先
輩
の
御
霊
に
追
悼
の
誠
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

鹽
竈
神
社
の
防
災
施
設
は
、

長
年
の
風
雪
等
に
よ
り
機
能
劣

化
が
進
ん
だ
為
、
初
期
消
火
設

備
や
延
焼
防
止
設
備
な
ど
の
各

種
消
火
設
備
及
び
防
火
警
報
設

備
の
更
新
・
増
設
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
九
日
に
整
備
事
業

起
工
奉
告
祭
を
斎
行
、
市
長
を

は
じ
め
、
県
教
育
庁
文
化
財
課
、

市
教
育
委
員
会
、
市
文
化
財
保

護
審
議
委
員
、
役
員
、
総
代
が

参
列
し
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
か
ら
三
箇
年
の

国
及
び
塩
竈
市
補
助
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

昭和十三年の遷座祭

　

勝
又　
　

實
（
重
任
）

　

下
山　

雄
司
（
重
任
）

　

土
井　

儀
憲
（
重
任
）

　

阿
部　

善
久
（
重
任
）

　

横
田　

善
光
（
重
任
）

　

内
形　

繁
夫
（
重
任
）　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

九
月
二
十
四
日
、
御
神
田
に

お
い
て
抜
穂
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

去
る
五
月
七
日
の
御
田
植
祭

で
植
え
ら
れ
た
、
ひ
と
め
ぼ
れ

の
苗
は
、
関
係
者
の
御
尽
力
に

よ
り
順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
稲
は
、
十
一
月

二
十
三
日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
新

嘗
祭
に
御
供
え
さ
れ
ま
す
。

志
波
彦
神
社
遷
座
記
念
祭

並
び
に
氏
子
崇
敬
会
秋
季
大
祭

抜
　
穂
　
祭

総
代
就
任
奉
告
祭
　

一一
　　

森森
　　

会会
　　

総総
　　

会会

一
　

森
　

会
　

総
　

会

　

鹽
竈
神
社
防
災
施
設

　
整
備
事
業
起
工
奉
告
祭
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博
物
館
実
習
実
施

　

九
月
五
日
か
ら
九
日
ま
で
、

学
芸
員
資
格
取
得
に
か
か
わ
る

博
物
館
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
東
北
学
院
大
学
よ

り
二
名
、
東
北
生
活
文
化
大
学

よ
り
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
に
お
け
る
様
々
な
活

動
に
つ
い
て
の
講
義
や
各
種
資

料
の
取
扱
い
、
記
録
、
梱
包
作

業
な
ど
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
習
生
は
古
文
書
や
刀
剣
な

ど
実
際
の
資
料
に
向
き
合
い
作

業
に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

資
料
出
品
の
お
知
ら
せ

　

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十

七
日
ま
で
多
賀
城
市
の
東
北
歴

史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
特
別

展
「
み
ち
の
く
の
サ
ム
ラ
イ
た

ち
―
東
北
武
士
の
系
譜
―
」
に

当
館
所
蔵
の
「
来
国
光
」
を
は

じ
め
伊
達
家
歴
代
藩
主
奉
納
太

刀
や
拵
、
鹽
竈
神
社
文
書
な
ど

十
六
点
を
出
品
し
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

■
東
北
歴
史
博
物
館

　

多
賀
城
市
高
崎

�

一
―
二
十
二
―
一

　

〇
二
二(
三
六
八)

〇
一
〇
六

　

九
月
二
十
一
日
、「
一
万
人
の

お
宮
奉
仕
」（
大
阪
市
北
区
・
塚

田
昌
久
代
表
）
に
よ
る
境
内
清

掃
奉
仕
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
一
万
人
の
お
宮
奉
仕
」
は
、

『
自
然
の
恵
み
と
繋
が
る
命
に
感

謝
し
、
愛
と
喜
び
を
も
っ
て
和

合
し
、
奉
仕
の
心
を
広
げ
る
』

を
理
念
と
し
た
団
体
で
、
全
国

各
地
の
神
社
で
清
掃
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
鹽
竈
神
社
左
右
宮

の
瑞
垣
と
玉
垣
の
間
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

　

七
五
三
は
氏
神
様
の
御
加
護

に
よ
っ
て
無
事
成
長
で
き
た
こ

と
を
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
を
見
守
っ
て
い
た

だ
く
事
を
お
願
い
す
る
大
切
な

人
生
儀
礼
で
す
。

　

今
年
は
令
和
二
年
生
れ
（
三

歳
男
女
）、平
成
三
十
年
生
れ
（
五

歳
男
子
）、
平
成
二
十
八
年
生
れ

（
七
歳
女
子
）
の
お
子
様
（
何
れ

も
数
え
年
）
が
該
当
し
ま
す
。

　

御
祈
祷
を
受
け
ら
れ
た
お
子

様
に
は
千
歳
飴
ほ
か
記
念
品
を

授
与
し
ま
す
。
ご
家
族
皆
お
揃

い
で
の
お
参
り
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

七
五
三
詣
の
御
案
内

博博
　　

物物
　　

館館
　　

だだ
　　

よよ
　　

りり

國
學
院
大
學
指
定
実
習

　

九
月
五
日
か
ら
九
日
ま
で
、

國
學
院
大
學
の
学
生
を
受
け
入

れ
、
指
定
実
習
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

当
社
は
同
大
學
の
実
習
神
社

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本
年
は

神
道
文
化
学
科
四
年
生
の
岩
井

柊
午
君
（
千
葉
県
）、
三
年
生
の

岩
崎
慎
一
郎
君
（
埼
玉
県
）、
尹

駿
皓
君
（
台
湾
）
の
三
名
が
実

習
に
臨
み
ま
し
た
。

　

祭
式
を
は
じ
め
禊
、
境
内
清

掃
、
奉
製
作
業
、
社
頭
で
の
祈

祷
奉
仕
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

「
一
万
人
の
お
宮
奉
仕
」

　
　
　
境
内
清
掃
奉
仕

奉
　

納
　

御
　

礼

曲
木
神
社
鈴
緒

�

某　

氏

コ
ー
ワ
消
毒
液

ポ
ン
プ
・
詰
替　

各
五
百
本

　

仙
台
市
青
葉
区
花
京
院　

　
　
　

興
和
株
式
會
社

�

北
日
本
支
店　

殿
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酷
暑
の
夏
も
過
ぎ
、
実
り
の

秋
を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
残
り

三
ヶ
月
、
健
や
か
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。�

（
慶
）

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

祭 

事 

暦 
（
十
月
か
ら　

十
二
月
ま
で

）

六
月

　

五
日　
　
　

私
塾
「
日
本
の
現
場
」�

七
名

　

六
日　
　
　

山
形
県
・
三
所
神
社
氏
子
総
代�

五
名

　

二
十
日　
　

第
三
十
回
東
北
地
区
中
堅
神
職
研
修
会(

甲)

�

受
講
者　

三
十
七
名

　

二
十
九
日　

埼
玉
県
神
社
庁
比
企
支
部
比
企
郡
市
連
合

　
　
　
　
　
　

神
社
総
代
会�

十
八
名

七
月

　

三
日　
　
　

石
巻
市
・
鹿
島
御
児
神
社
総
代
研
修
旅
行�

十
名

　

十
四
日　
　

神
宮　

小
針
孝
裕
権
禰
宜

　
　
　
　
　
　

広
島
県
・
広
島
護
國
神
社
職
員
研
修
旅
行�

十
名

　

二
十
一
日　

広
島
県
・
広
島
護
國
神
社
職
員
研
修
旅
行�

十
名

八
月　

　

二
十
四
日　

宮
城
野
雅
楽
会�

二
十
一
名

　

二
十
五
日　

一
森
会�

十
三
名

　
　
　

参
　

拝
　

記
　

録
　

　
　

文
　
芸
　
欄
　
　
　
　
　

ぢ
い
ち
や
ん
の
祭
大
鼓
と
す
ぐ
判
る　
　
　
　
　

菅
原　
　

和
子

大
西
日
ボ
ー
ル
遊
び
の
子
を
呼
び
に　
　
　
　
　

斎
藤　
　

豊
子

ビ
キ
ニ
着
て
夜
の
プ
ー
ル
を
一
人
占
め　
　
　
　

佐
藤　
　

悦
子

冷
し
酒
涙
も
ろ
さ
を
父
に
似
て　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

ゆ
う
子

断
岸
の
松
の
木
釣
瓶
落
し
か
な　
　
　
　
　
　
　

大
野　

み
よ
子

万
緑
や
こ
こ
に
座
れ
と
石
が
い
う　
　
　
　
　
　

大
友　

セ
ツ
ノ

引
き
波
の
跡
ま
つ
た
い
ら
涼
新
た　
　
　
　
　
　

上
田　

由
美
子

鳩
時
計
つ
る
べ
落
し
の
時
を
告
ぐ　
　
　
　
　
　

今
田　

須
美
子

眺
望
の
ひ
ら
け
手
に
う
く
山
清
水　
　
　
　
　
　

今
野　

紀
美
子

観
覧
車
の
ど
こ
が
先
頭
雁
渡
し　
　
　
　
　
　
　

及
川　
　

源
作

ご
結
婚
　
　
　

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

七
月

　

栗
原
市　
　
　

三
浦　

誠
矢

　

石
巻
市　
　
　

佐
久
間
遥
香

八
月

　

仙
台
市　
　
　

小
松　

広
宜

　

多
賀
城
市　
　

髙
瀨　

夏
貴

毎
月

　

一
日

朔

日

祭

　

 

〃

曲
木
神
社
月
次
祭

　

六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　

十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　

二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

十
月

　

八
日
～

　
　
　

十
日

講

社

大

祭

　

十
七
日

神

嘗

奉

祝

祭

十
一
月

　

三
日

明

治

祭

　

十
五
日

七

五

三

　

二
十
三
日

新

嘗

祭

十
二
月

　

一
日

嘉

津

良

比

祭

　

三
十
一
日

大
祓
式
・
除
夜
祭

　

六
月
よ
り
八
月
に
か
け
て
多

く
の
方
々
よ
り
御
奉
納
い
た
だ

き
ま
し
た
。

六
月

　

埼
玉
県　
　
　

大
山　

孝
夫

�

ほ
か
九
十
五
名

七
月

　

福
岡
県　
　
　

前
川　

朱
美

�

ほ
か
一
〇
二
名

八
月

　

沖
縄
県　
　
　

佐
々
木
秀
章

�

ほ
か
一
〇
一
名

�

（
敬
称
略
）

銅
板
奉
納
者
芳
名

六
月

　

宮
城
郡　
　
　

早
川　
　

克

　

岩
手
県　
　
　

宮　
　

綾
子

　

登
米
市　
　
　

大
友　
　

亮

　

仙
台
市　
　
　

早
坂　

恵
理

　

栃
木
県　
　
　

多
田　
　

睦

　

山
形
県　
　
　

河
田　
　

結

　

柴
田
郡　
　
　

引
地　

史
也

　

宮
城
郡　
　
　

星　

香
奈
美

　

宮
城
郡　
　
　

伊
藤　
　

　

　

秋
田
県　
　
　

曽
我
明
日
香

　

三
重
県　
　
　

西
川　

倫
道

　

登
米
市　
　
　

佐
藤　

香
奈

　

塩
竈
市　
　
　

鈴
木　

崇
史

　

福
島
県　
　
　

柏
木　

枝
織

　

仙
台
市　
　
　

滑
川　

諒
太

　

多
賀
城
市　
　

三
浦
麻
稀
子

　

多
賀
城
市　
　

鈴
木　

貴
資

　

仙
台
市　
　
　

柴
田　

真
希


